
教科:国語  科目:現代文Ｂ  単位数：2単位

対象学年組：第3学年1組～6組

教科担当者：(1・2・5・6:前川)(3・4:秦)

使用教科書：(改訂版現代文Ｂ（数研出版）)

使用教材  ：(現代文Ｂ準拠ワーク（数研出版）)

指導内容 科目「現代文Ｂ」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

７
月

１学期期末考査
5

筆者が異文化の理解がかの
であるとする根拠が理解でき

たか。

8

「文化が違う」とは何を意味するのか？
岡　真里

筆者が、「文化の違い」は「同じ人間として十分理解可能」とする根拠を理解させ
る。文化相対主義と「文化相対主義」との違いをとらえさせる。

１学期中間考査

６
月

５
月

9

人はなぜ働かなくてはならないのか　小浜
逸郎

労働の意義を論理的に追究しようとする筆者の姿勢に気づかせる。「道徳観念」
の成り立ちを読み取らせ、労働の意義が「道徳観念」にはないことを理解させる。
筆者の考える労働の意義を理解させる。

東京都立千歳丘高等学校　令和５年度 教科:「国語」科目:「現代文Ｂ」 年間授業計画

４
月

筆者の考える労働の意義が
理解できたか。

5



指導内容 科目「現代文Ｂ」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

月
相沢との再会によって豊太郞
の生き方がどう変化したが理

解できたか。

9

舞姫　森　鴎外
相沢に再会する豊太郞を送り出す時のエリスの心情と、相沢と再会して以後、豊
太郞がどのような生き方を望むようになったかを理解させる。エリスが発狂する
きっかけになったものと、豊太郞が手記を書いた理由を理解させる。

8

２学期中間考査

近代初頭の擬古文体になじませる。官命を得て洋行した頃までの豊太郞が望ん
だ生き方を理解させる。ベルリンで過ごす内に豊太郞に変化が生じたことを理解
させる。豊太郞と出会った時のエリスの状況を理解させる。豊太郞がドイ

ツに残る殊を決めた経緯を理解させる。

月

９
月

豊太郞の生き方に変化が生じ
た経緯について理解できた

か。

7

舞姫　森鴎外

0

８
月

10

11

10

11

10

11

10

11



指導内容 科目「現代文Ｂ」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

３
月

0

0

２
月

１
月

2

7

月

２学期期末考査
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教科:地理歴史  科目:日本史B  単位数：3単位

対象学年組：第3学年1組～6組

教科担当者：(2組、4組、6組:森　大輔)(1組、3組、5組:田村　淳)

使用教科書：(『詳説日本史』山川出版社)

使用教材  ：(『新詳日本史』浜島書店)

指導内容 科目「日本史B」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

７
月

①明治維新と富国強兵 ①明治新政府の制度改革や、富国強兵・殖産興業政策に着目して、明治初期の
政治的変革と国家的統一課程を理解させる

6

②立憲国家の成立と日清戦争
②自由民権運動の始まりから立憲国家の成立に至る間、近代国家の基礎が形成さ
れていく過程を理解させる

③日露戦争と国際関係 ③開戦に至る国際関係や日露戦争の経過、戦後の日本の国際的地位の変化と植
民地支配の推進を諸外国の動向と関連付けて理解させる。

ノート・課題

12

②戊辰戦争と新政府の発足
②開国から明治維新に至るまでの過程を社会・経済面での変化と関わらせて理解さ
せる

６
月

①開国と幕末の動乱 ①江戸幕府滅亡から、列強の接近までについて、基礎的な内容を理解する

５
月

⑤鎌倉時代
⑤～⑧江戸時代の列強の接近に至るまでの、日本の大まかな歴史について
基本的な内容を理解する。

ノート・課題・定期考査

②飛鳥時代

③奈良時代

④平安時代

東京都立千歳丘高等学校　令和５年度 教科:「地理歴史」科目:「日本史B」 年間授業計画

４
月

①日本文化の始まり
①～④江戸時代の列強の接近に至るまでの、日本の大まかな歴史について
基本的な内容を理解する。

ノート・課題

7

ノート・課題・定期考査

11

⑥室町時代

⑦安土・桃山時代

⑧江戸時代の復習



指導内容 科目「日本史B」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

③第一次世界大戦と日本

月

①恐慌の時代 ①日本の対外政策の推移について、世界情勢や軍部の政治的進出に着目して、
政党内閣の崩壊や国際的孤立の過程について理解させる。

11

②軍部の台頭
②軍部の台頭による政治情勢が大きく変化していく過程を理解させる

ノート・課題・定期考査

12

月

①ワシントン体制 ①ワシントン体制に至る国際的協調体制の進展など国際環境の推移を日本の立場
に着目して理解させる

９
月

①日露戦争後の日本の国際関係
①日露戦争前後にかけて資本主義国家の基礎が確立された過程を、産業革命や近
代産業の発展に着目して理解させる

ノート・課題

8

②近代産業と文化
②伝統的な文化の上に欧米文化を摂取するなど二元性を持って成立した近代文化
の特色について、政治・経済・外交などの視点を持って考察する

③第一次世界大戦前後の政治の動向及び対外政策の推移について、政党政治の
発展や日本の中国進出の状況を踏まえて理解させる

0

８
月

ノート・課題

10

11

10

11

10

11

10

11

10

11



指導内容 科目「日本史B」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

３
月

0

0

２
月

１
月

①高度成長の時代 ①戦後の世界秩序を踏まえ、占領政策及び戦後の民主化政策とそれに伴う諸改
革について、その経過と内容を理解させる

3

ノート・課題・定期考査

10

②日本国憲法の制定
②幣原内閣の政策と日本国憲法の基本原理と現在の天皇賞調整について理解させ
る

月

①占領下の日本 ①戦後の世界秩序を踏まえ、占領政策及び戦後の民主化政策とそれに伴う諸改
革について、その経過と内容を理解させる

ノート・課題・定期考査
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教科:公民  科目:現代社会  単位数：2単位

対象学年組：第3学年1組～6組

教科担当者：(1～6:中川)

使用教科書：(高等学校　改訂版　現代社会)

使用教材  ：(サブノート，資料集，問題集，プリント)

指導内容 科目「現代社会」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

７
月

現代の経済社会と私たちの生活 現代日本の経済システムと現状の問題点を理解させる
5

市場経済システムの基本を理解し問題点を考える

ノート　・観察

9

日本の国境と領土問題の歴史と現状を理解させる

国際連合などの国際機関の役割を理解させる

国際平和の確立に果たす日本の役割について考察を深める

６
月

国際政治の動向と日本の役割 国際法の歴史と国家主権の確立について理解させる

５
月

現代の民主政治と私たちの生活 基本的人権の保障と現代の人権問題を理解させる

定期考査
ノート
観察

世界の主な政治制度を理解させる

日本国憲法と私たちの生活 日本国憲法の成立過程を理解させる

日本国憲法の基本原理を人権の歴史の中で把握させる

東京都立千歳丘高等学校　令和５年度 教科:「公民」科目:「現代社会」 年間授業計画

４
月

現代の民主政治と私たちの生活 基本的人権の確立と法の支配の歴史を理解させる

ノート　・観察

5

定期考査
ノート
観察

9

国民主権と議会制民主主義の現状を理解させる

内閣と行政の仕組みを理解させる

裁判所と人権保障の仕組みについて理解を深める

地方自治と民主政治の仕組みについて理解させる



指導内容 科目「現代社会」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

月

国際経済の動向と日本の役割 自由貿易と保護貿易の仕組み･歴史を理解させる
9

国際経済の歴史を理解させ自由貿易協定の功罪について考察を深める

定期考査
ノート
観察

8

戦後日本経済の動き 戦後の日本経済の発展について理解させる

南北問題と日本の果たす役割について理解を深める

国際経済の現状と課題 日本のODA実績と課題について考察を深める

月

政府の経済的役割と租税の意義 日本の財政と租税制度について理解させる。

９
月

景気変動の仕組みと経済政策の歴史を理解させる

ノート　・観察

7

金融機関の働き 金融の歴史と仕組みについて基礎的な理解を深める

0

８
月

ノート　・観察

10

11

10

11

10

11



指導内容 科目「現代社会」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

３
月

２
月

１
月

現代に生きる青年 青年期の意義と自己形成の課題を理解させる

0

0

1

現代社会における青年の行き方を自ら考える

科学技術の発達と一人ひとりの生命 生命倫理をめぐり医療の発展と倫理の問題を考えさせる

定期考査
ノート
観察

7

さまざまな問題点を理解し解決策を自ら考えさせる

現代の社会と人間としてのあり方生き方 現代社会の特質と社会生活の変化への理解を深める

現代社会における自らの行き方を考えさせる

月

現代に生きる課題 地球環境問題、資源エネルギー問題などの現状を把握させる

ノート　・観察

121212



教科:保健体育  科目:体育  単位数：2単位

対象学年組：第3学年1組組～7組組

教科担当者：(1234組:岩﨑　正文)(123456組:渡邉　誠)(123456組:山上　晴子)(123456組:廣瀬　洸次)(56組:田久保　藍子)

使用教科書：(現代高等保健体育)

使用教材  ：(ステップアップ高校スポーツ)

指導内容 科目「体育」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

バレーボール・バドミントン・卓球・テニ
ス・ソフトボール・ティーボール・サッ

カー・バスケットボール

バレーボール・バドミントン・卓球・テニ
ス・ソフトボール・ティーボール・サッ

カー・バスケットボール

バレーボール・バドミントン・卓球・テニ
ス・ソフトボール・ティーボール・サッ

カー・バスケットボール

バレーボール・バドミントン・卓球・テニ
ス・ソフトボール・ティーボール・サッ

カー・バスケットボール

７
月

選択授業 種目の選択と班、ノートを作成させる。

泳力や走力、投力、跳躍力、
持久力、敏捷性、柔軟性など
の到達度

5

技術・技能の向上をめざし、基礎練習や試合に取り組ませる。

泳力や走力、投力、跳躍力、
持久力、敏捷性、柔軟性など
の到達度

9

技術・技能の向上をめざし、基礎練習や試合に取り組ませる。

６
月

選択授業 種目の選択と班、ノートを作成させる。

５
月

選択授業 種目の選択と班、ノートを作成させる。

集団やチーム、個人での役割
を自覚した意欲・関心・態度、
思考・判断、技術・技能、知
識・理解の到達度

6

技術・技能の向上をめざし、基礎練習や試合に取り組ませる。

選択授業 種目の選択と班、ノートを作成させる。

技術・技能の向上をめざし、基礎練習や試合に取り組ませる。

東京都立千歳丘高等学校　令和５年度 教科:「保健体育」科目:「体育」 年間授業計画

４
月

オリエンテーション 年間計画、ルールを説明し、理解させる。

集団やチーム、個人での役割
を自覚した意欲・関心・態度、
思考・判断、技術・技能、知
識・理解の到達度

3



指導内容 科目「体育」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

月

選択授業 種目の選択と班、ノートを作成させる。

集団やチーム、個人での役割
を自覚した意欲・関心・態度、
思考・判断、技術・技能、知
識・理解の到達度

7

バスケットボール・バレーボール・卓球・
テニス・ハンドボール・アルティメット

技術・技能の向上をめざし、基礎練習や試合に取り組ませる。

集団やチーム、個人での役割
を自覚した意欲・関心・態度、
思考・判断、技術・技能、知
識・理解の到達度

7

バスケットボール・バドミントン・卓球・
テニス・サッカー・フットサル

技術・技能の向上をめざし、基礎練習や試合に取り組ませる。

月

選択授業 種目の選択と班、ノートを作成させる。

９
月

選択授業 種目の選択と班、ノートを作成させる。

集団やチーム、個人での役割
を自覚した意欲・関心・態度、
思考・判断、技術・技能、知
識・理解の到達度

5

バスケットボール・バドミントン・卓球・
テニス・サッカー・フットサル

技術・技能の向上をめざし、基礎練習や試合に取り組ませる。

0

８
月

10

11

10

11

10

11

10

11

10

11

10

11

10

11



指導内容 科目「体育」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

３
月

0

0

２
月

１
月

選択授業 種目の選択と班、ノートを作成させる。

集団やチーム、個人での役割
を自覚した意欲・関心・態度、
思考・判断、技術・技能、知
識・理解の到達度

2

バスケットボール・バレーボール・卓球・
テニス・ハンドボール・アルティメット

技術・技能の向上をめざし、基礎練習や試合に取り組ませる。

集団やチーム、個人での役割
を自覚した意欲・関心・態度、
思考・判断、技術・技能、知
識・理解の到達度

5

バスケットボール・バレーボール・卓球・
テニス・ハンドボール・アルティメット

技術・技能の向上をめざし、基礎練習や試合に取り組ませる。

月

選択授業 種目の選択と班、ノートを作成させる。

121212121212121212
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教科:英語  科目:ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ  単位数：3単位

対象学年組：第3学年1組～6組

教科担当者：(１・２・３組:松島)(４・５組:澤田)(６組:高梨)

使用教科書：(LANDMARK Fit English CommunicationⅢ （啓林館）)

使用教材  ：(英単語ターゲット１４００（旺文社）)

指導内容 科目「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

７
月

7

１学期期末考査

１学期まとめ Lesson 3 Exchanging Ideas

１学期まとめ

考査得点、小テスト得点、
授業の取り組み、提出物

12

Lesson 4 Part 2 本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 4 Part 3 本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 4 Part 4 本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 4 まとめ サイト・トランスレーション

Lesson 4 Exchanging Ideas

６
月

５
月

Lesson 3 Part 3 本文読解（パラグラフ構成）

考査得点、小テスト得点、
授業の取り組み、提出物

Lesson 3 Part 1 本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 3 Part 2 本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 3 Part 3 本文読解（パラグラフ構成）

東京都立千歳丘高等学校　令和５年度 教科:「英語」科目:「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ」 年間授業計画

４
月

考査得点、小テスト得点、
授業の取り組み、提出物

8

考査得点、小テスト得点、
授業の取り組み、提出物

12

Lesson 3 Part 4 本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 3 まとめ サイト・トランスレーション

１学期中間考査

Lesson 4 Part 1 本文読解（パラグラフ構成）



指導内容 科目「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

月

Lesson 5 Part 2 本文読解（パラグラフ構成）
12

Lesson 5 Part 3 本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 5 Part 4 本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 5 まとめ

考査得点、小テスト得点、
授業の取り組み、提出物

11

Lesson 10 まとめ サイト・トランスレーション

２学期中間考査

Lesson 5 Part 1 本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 5 Part 2 本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 5 Exchanging Ideas

Lesson 5 まとめ サイト・トランスレーション

月

Lesson 10 Part 4 本文読解（パラグラフ構成）

９
月

考査得点、小テスト得点、
授業の取り組み、提出物

8

Lesson 10 Part 1 本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 10 Part 2 本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 10 Part 2

0

本文読解（パラグラフ構成）

Lesson 10 Part 3 本文読解（パラグラフ構成）

８
月

考査得点、小テスト得点、
授業の取り組み、提出物

10

11

10

11

10

11

10

11

10

11



指導内容 科目「ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ英語Ⅲ」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

３
月

0

0

２
月

１
月

3

年間のまとめ 大学入試問題演習

年間のまとめ 大学入試問題演習

考査得点、小テスト得点、
授業の取り組み、提出物

10

２学期期末考査

２学期まとめ 表現の復習

２学期まとめ Lesson 10 Exchanging Ideas

月

Lesson 5 まとめ サイト・トランスレーション

考査得点、小テスト得点、
授業の取り組み、提出物
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教科:英語  科目:英語表現Ⅱ  単位数：2単位

対象学年組：第3学年1組～6組

教科担当者：(1,2,3,6:澤田)(4,5:松島)

使用教科書：(NEW ONE WORLD)

使用教材  ：(NEW ONE WORLD)

指導内容 科目「英語表現Ⅱ」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

７
月

5

１学期末考査

復習　① １学期に学んだ表現の総復習

復習　②

定期考査
ワークシート提出

等を総合的に評価する

8

予定・意図を示す表現　① ◎予定・意図を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

予定・意図を示す表現　② ◎予定・意図を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

推察・確信を示す表現　① 推察・確信を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

推察・確信を示す表現　② 推察・確信を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

１学期に学んだ表現の総復習

６
月

５
月

希望・期待を示す表現　① ◎希望・期待を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

定期考査
ワークシート提出

等を総合的に評価する

目的を示す表現
◎テーマに対する目的を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにす
る。

祝福・喜び・感謝を示す表現　① ◎祝福・喜び・感謝を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

祝福・喜び・感謝を示す表現　② ◎祝福・喜び・感謝を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

東京都立千歳丘高等学校　令和５年度 教科:「英語」科目:「英語表現Ⅱ」 年間授業計画

４
月

定期考査
ワークシート提出

等を総合的に評価する

4

定期考査
ワークシート提出

等を総合的に評価する

8

希望・期待を示す表現　② ◎希望・期待を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

パラグラフの作り方　①
◎ブレインストーミング，パラグラフチャートを作成し、段落を用いたまとまった英
文を作成ができるようにする。

パラグラフの作り方　②
◎ブレインストーミング，パラグラフチャートを作成し、段落を用いたまとまった英
文を作成ができるようにする。

1学期中間考査



指導内容 科目「英語表現Ⅱ」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

２学期中間考査

◎比較・対照を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

復習 ２学期学んだ表現の総復習

月

数量・頻度・割合を示す表現　① ◎数量・頻度・割合を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

月

予定・意図を示す表現　① ◎予定・意図を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

９
月

定期考査
ワークシート提出

等を総合的に評価する

7

数量・頻度・割合を示す表現　② ◎数量・頻度・割合を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

比較・対照を示す表現　① ◎比較・対照を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

比較・対照を示す表現　②

定期考査
ワークシート提出

等を総合的に評価する

9

予定・意図を示す表現　② ◎予定・意図を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

推察・確信を示す表現　① ◎推察・確信を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

推察・確信を示す表現　② ◎推察・確信を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする

6

主張・賛成・反対を示す表現　① ◎主張・賛成・反対を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

主張・賛成・反対を示す表現　② ◎主張・賛成・反対を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

場所・方向を示す表現　①

0

◎場所・方向を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

場所・方向を示す表現　② ◎場所・方向を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

８
月

定期考査
ワークシート提出

等を総合的に評価する

10

111111111111



指導内容 科目「英語表現Ⅱ」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

２
月

１
月

３
月

ワークシート提出
発表を総合的に評価する

0

0

2

発表　グループ１【話す】
◎与えられたテーマについて表現したまとまった英文を、話して発表できるように
する。

発表　グループ２【話す】
◎与えられたテーマについて表現したまとまった英文を、話して発表できるように
する。

定期考査
ワークシート提出

等を総合的に評価する

7

程度・結果を示す表現 ◎程度・結果を示す表現を学び、状況に応じて使えるようにする。

パラグラフライティング　①
◎与えられたテーマについてブレインストーミング，パラグラフチャートを作成し、
段落を用いたまとまった英文を作成ができるようにする。

パラグラフライティング　②
◎与えられたテーマについてブレインストーミング，パラグラフチャートを作成し、
段落を用いたまとまった英文を作成ができるようにする。

月

2学期末考査

121212
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教科:家庭科  科目:家庭総合  単位数：2単位

対象学年組：第3学年1組～6組

教科担当者：(1:麻野間)(２，３:村田)(４，５，６，:本橋)

使用教科書：(家庭総合　自立・共生・創造)

使用教材  ：()

指導内容 科目「家庭総合」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

７
月

衣生活の文化と知恵 日本の衣生活の変遷を知る
4

被服を作る 基礎縫いを理解し、実践する

期末考査

授業への参加状況、小テス
ト、定期考査、提出物等を加
味して、総合的に評価する。

9

被服を入手する 適切な衣服の選択や管理ができる

環境、人に配慮した被服の入手方法を考えて、被服購入をできる
６
月

被服の役割を考える 被服の役割を理解する

５
月

被服の役割を考える 被服の役割を理解する

授業への参加状況、小テス
ト、定期考査、提出物等を加
味して、総合的に評価する。

東京都立千歳丘高等学校　令和５年度 教科:「家庭科」科目:「家庭総合」 年間授業計画

４
月

生活を設計する キャリアを設計する

授業への参加状況、小テス
ト、定期考査、提出物等を加
味して、総合的に評価する。

4

授業への参加状況、小テス
ト、定期考査、提出物等を加
味して、総合的に評価する。

8

被服を入手する 適切な衣服の選択や管理ができる

環境、人に配慮した被服の入手方法を考えて、被服購入をできる



指導内容 科目「家庭総合」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

月

食生活と文化 ライフステージごとにおける食生活の課題について理解する
8

これからの食生活 食を取り巻く問題について学ぶ

授業への参加状況、小テス
ト、定期考査、提出物等を加
味して、総合的に評価する。

8

生涯の健康を見通した食事計画 毎日の献立作成ができる

調理の基礎 調理器具の使い方や配膳方法、食事のマナーを理解し実践する

月

食生活の安全と衛生 食品の取り扱いと食品衛生について理解する

９
月

被服を作る 基礎縫いを理解し、実践する

授業への参加状況、小テス
ト、定期考査、提出物等を加
味して、総合的に評価する。

6

被服を作る 基礎縫いを理解し、実践する

食生活について考える 自分の食生活を振り返る

食事と栄養・食品

0

現代の食生活の問題について考える　・栄養素の種類と働きについて理解する

８
月

授業への参加状況、小テス
ト、定期考査、提出物等を加
味して、総合的に評価する。

10

11

10

11

10

12



指導内容 科目「家庭総合」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

３
月

２
月

１
月

住生活の計画と選択 快適な住まいについて考える

0

0

2

授業への参加状況、小テス
ト、定期考査、提出物等を加
味して、総合的に評価する。

5

テスト返却

住生活について考える いろいろな住まいについて知る

月

期末考査

授業への参加状況、小テス
ト、定期考査、提出物等を加
味して、総合的に評価する。
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教科:総合的な探究の時間  科目:総合的な探究の時間  単位数：1単位

対象学年組：第3学年1組～6組

教科担当者：(１組:前川　森（大）)(２組:菅波　森（大）)(３組:松島　高梨)(４組:秦　高梨)(５組:澤田　田村)(６組:本田　田村)

使用教科書：(探究学習ワークブック　アドバンスド)

使用教材  ：(探究学習ワークブック　アドバンスド)

指導内容 科目「総合的な探究の時間」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

７
月

3

情報収集方法のブラッシュアップ 今まで学んだ情報収集方法をブラッシュアップする

収集した情報を発信する① クリティカルシンキングを用いて、収集した情報についてディスカッションする

収集した情報を発信する②

探究学習実践ノートの記入内
容、探究活動への取り組み状
況、発表内容、ルーブリック自
己評価表等から総合的に判

断する。

4

情報収集を始める前に 探究に必要な情報収集方法を学ぶ

各リサーチ方法のポイント 探究に必要な情報収集方法を学ぶ

情報を収集・整理・分析をする　① 探究に必要な情報収集分析方法を学ぶ　①

情報を収集・整理・分析をする　② 探究に必要な情報収集分析方法を学ぶ　②

クリティカルシンキングを用いて、収集した情報についてディスカッションする

６
月

５
月

探究学習実践ノートの記入内
容、探究活動への取り組み状
況、発表内容、ルーブリック自
己評価表等から総合的に判

断する。

探究学習ガイダンス 探究学習の予定の確認

探究学習ガイダンス 探究学習の方法の確認

探究学習ガイダンス 探究学習の方法の確認

東京都立千歳丘高等学校　令和５年度 教科:「総合的な探究の時間」科目:「総合的な探究の時間」 年間授業計画

４
月

探究学習実践ノートの記入内
容、探究活動への取り組み状
況、発表内容、ルーブリック自
己評価表等から総合的に判

断する。

3

探究学習実践ノートの記入内
容、探究活動への取り組み状
況、発表内容、ルーブリック自
己評価表等から総合的に判

断する。

4

各リサーチ方法のポイント 探究に必要な情報収集方法を学ぶ

クリティカルシンキング 探究に必要な思考方法を深める（クリティカルシンキング）

各リサーチ方法のポイント 探究に必要な情報収集方法を学ぶ

発想・発問の広げ方 探究に必要な思考方法を学ぶ（ウェビングマップ）



指導内容 科目「総合的な探究の時間」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

月

課題解決　② 設定したテーマについて、考察した解決方法をグループで協議する
5

課題解決　③ 設定したテーマについて、協議した解決方法をブラッシュアップする

課題整理 課題を整理し、分類化する

課題解決・整理・分析のまとめ

探究学習実践ノートの記入内
容、探究活動への取り組み状
況、発表内容、ルーブリック自
己評価表等から総合的に判

断する。

3

テーマ設定 自分自身の進路に関係するテーマを設定する

課題解決　① 設定したテーマについて、どんな課題が存在するか考察する

課題と解決方法の分析を整理する

月

自己探究③（自己分析の深化） 自分自身の分析と他者から見た自分について比較する

９
月

探究学習実践ノートの記入内
容、探究活動への取り組み状
況、発表内容、ルーブリック自
己評価表等から総合的に判

断する。

3

自己探究①（自分自身を深堀する） 自己分析を深めた内容が、適切かを考察していく

自己探究②（自分自身を深堀する） 自己分析を深めた内容をブラッシュアップする

0

自己探究③（自分自身の振り返り） 自分史をグループで共有し、多面的な見方を用いて自己分析を深めていく

８
月

探究学習実践ノートの記入内
容、探究活動への取り組み状
況、発表内容、ルーブリック自
己評価表等から総合的に判

断する。

10

11

10

11

10

11

10

11

10

11

10

11

10

11

10

11



指導内容 科目「総合的な探究の時間」の具体的な指導目標 評価の観点・方法
予定
時数

３
月

２
月

１
月

0

0

1

探究学習の総括
探究学習の成果を振り返り、探究学習で得た知見を将来どのように活用できるか
を考える

探究レポート作成への取り組
み状況、発表内容、ルーブ

リック自己評価表等から総合
的に判断する。

3

探究レポート作成　① 探究レポート作成する

探究レポート作成　② 探究レポート作成する

探究レポート発表 グループセッションにて探究学習の成果を発表し合う

月

探究レポート作成への取り組
み状況、発表内容、ルーブ

リック自己評価表等から総合
的に判断する。
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